
①相談先
住　所

松島町合津7915-1
高齢者ふれあい課内

大矢野町登立8531

姫戸町姫浦3055-106

龍ヶ岳町高戸1419-19

大矢野町中11582-1
社会福祉協議会大矢野町支所内

勤務先

上天草市立上天草総合病院

　　　　　　　　　　　　　（名簿公表同意者・令和７年３月３１日現在）

医療機関

中村医院

介護老人保健施設 ほんごう苑

医療機関

嶽本歯科医院

竹中歯科医院

⑤くまもとオレンジドクター・くまもとオレンジナース

（１）相談先・医療機関など

上天草市地域包括支援センター

上天草市認知症地域支援推進員

脇田 富雄

猿渡　 和典

③かかりつけ医認知症対応力向上研修（ステップアップ編）修了者

0969-62-1122

②認知症サポート医

　熊本県が、認知症になっても病院で安心して適切なケアを受けることができるよう、各病院において研修
を実施する医師、看護師を「くまもとオレンジドクター」「くまもとオレンジナース」として認定してい
る。在籍については、各病院にお尋ねください。

江頭　翔

竹中　誠也 0969-58-3188

　熊本県が、かかりつけ医が適切な認知症診断の知識・技術や家族・介護者への支援の方法を習得すること
により、認知症サポート医や専門医療機関、地域包括支援センター等と連携し、認知症の発症初期から、医
療と介護が一体となった支援体制を構築することを目的に実施。

　熊本県が、県内の歯科医師に対し、認知症の人やその家族を支えるために必要な基礎知識や関係機関との
連携の重要性等の知識を習得する研修を行うことで、歯科医師による認知症の早期発見や認知症の人の生活
環境の維持、向上を推進することを目的に実施。

氏　名

嶽本　政久

電話番号

0969-56-2648

　　　　

0964-56-0003

0964-56-5110

④歯科医師向け認知症対応力向上研修修了者（令和７年５月時点）　

５　認知症に関すること(上天草市認知症ケアパス）

相談先 電話番号

氏　名

上天草市龍ヶ岳在宅介護支援センター

上天草市大矢野在宅介護支援センター

上天草市姫戸在宅介護支援センター

　認知症患者の診療に習熟し、かかりつけ医への助言その他支援を行い、専門医療機関や地域包括支援セン
ター等への連携の推進役となる医師のこと。

氏　名 電話番号

電話番号

0969-28-3378

0964-56-0119

0969-58-3633

0969-62-1124

0964-56-3470

上天草市の認知症施策について（HP）

熊本県庁HP

熊本県庁HP

熊本県庁HP

熊本県庁HP
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相談先 住　所

基幹型 熊本大学病院 熊本市中央区本荘１－１－１

山鹿回生病院 山鹿市古閑1500-1

菊池病院 合志市福原208

くまもと青明病院 熊本市中央区渡鹿5-1-37

くまもと心療病院 宇土市松山町1901

天草病院 天草市佐伊津町5789

荒尾こころの郷病院 荒尾市荒尾1992

阿蘇やまなみ病院 阿蘇市一の宮町宮地115-1

益城病院 上益城郡益城町馬水123

平成病院 八代市大村町720-1

人吉こころのホスピタル 人吉市下城本町1501

連携型 海もみえるココロの病院 水俣市袋705-14

※まずは、かかりつけの医師に相談や問い合わせすることをお勧めします。

住　所

※65歳未満で発症する「若年性認知
症」の相談も可。
９時から午後５時まで
毎週水及び年末年始は定休日

※午前10時～午後3時まで
※毎週土・日・祝日は定休日

①認知症サポーター

②認知症協力応援隊員

⑥熊本県認知症疾患医療センターの指定状況（令和７年４月～）　

⑦その他の相談先

（２）くまもとオレンジ大使（認知症本人大使）

096-355-1755

（３）ボランティア

　　　　

　認知症の早期発見・診療体制の充実、医療と介護の連携強化、専門医療相談の充実を図ることを目的に、
県内の１０圏域すべてに地域の拠点となる「認知症疾患医療センター」を設置している。

0967-22-7600

096-286-3611

0965-65-8001

0966-22-7503

0966-63-5196

0120-294-456

　認知症サポーター養成講座を受講した後、認知症協力応援隊員養成研修を修了したボランティアです。
（３２ページ参照）

電話番号

相談先 電話番号

地域
拠点型

熊本県認知症コールセンター
（「公益社団法人認知症の人と家族の会
熊本県支部」に委託）

096-373-5784

　認知症の人ができる限り住み慣れた地域のよい環境で自分らしく暮らし続けることができる社会の実現の
ため、認知症の人本人の想いや活動を発信する「くまもとオレンジ大使（認知症本人大使）」を任命し、認
知症への社会の理解を深めるための普及啓発や本人発信のための取組。

公益社団法人
認知症の人と家族の会

　認知症についての正しい知識を持ち、認知症の人や家族を応援し、誰もが暮らしやすい地域をつくってい
くボランティアです。（２７ページ参照）

0968-44-2338

096-248-8012

096-366-2308

0964-22-1106

0969-23-6111

0968-62-0838

熊本県庁HP

熊本県庁HP

熊本県庁HP
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①認知症カフェ（通称『オレンジカフェ』）

大矢野老人福祉センター

翔洋苑地域交流スペース

樋島老人福祉センター

②認知症の人の介護者のつどい　※無料

　認知症の人の介護者同士の意見交換やリフレッシュを目的に開催します。

　２か月に１回各町を巡回します。

（４）集いの場

（５）認知症高齢者等見守りネットワーク

　認知症の人やその家族が、地域の人や専門家と相互に情報を共有し、お互いを理解し合う
ことが目的です。

　認知症の方を中心に集まることで、認知症の方の居場所が確保されるとともに、認知症に関する
悩みや介護に関する情報交換の場となり、社会とつながることができます。（４７ページ資料１参
照）

毎月第2・4木曜
10時～11時30分

毎月第2・4水曜
10時～11時30分

毎週火曜
10時～11時30分

オレンジカフェ大矢野

なの花カフェ

オレンジカフェ姫浦

　お出かけして自宅等に戻れなくなる可能性のある高齢者を事前に把握し、もしもの時に早
めに捜索できるようネットワークの構築・運用をします。また、普段からの見守り体制の構
築を図ります。協力事業者として見守りに御協力頂ける事業者・団体を募集しています。（４８
ページ資料２参照）

　時間　10時～12時　※参加費無料
　問合せ先　上天草市社会福祉協議会　大矢野町支所　0964-56-3470

　　※参加費200円
　　問合せ先　上天草市社会福祉協議会　大矢野町支所　0964-56-3470

カフェ名 場所 開催日時

毎月第3水曜
10時～11時30分

きんぎょカフェ

上天草棋友会
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（６）認知症地域支援推進員

（７）認知症初期集中支援チーム

（８）認知症ケアパス

警察庁・熊本県HP参照

　認知症の人やその家族に対して、早めの診断や、適切な医療サービス・介護サービス等の利用の支援
を行います。医療・介護・福祉の専門職で構成されたチーム員が自宅へ訪問し、一定期間（おおむね６
か月以内）集中的に支援します。（上天草市地域包括支援センター内に設置）（５０ページ資料３参
照）

　認知症発症予防から人生の最終段階まで、認知症の容態に応じ、相談先や、いつ、どこで、どのよう
な医療・介護サービスを受ければいいのか、これらの流れをあらかじめ標準的に示したものです。（５
１～５４ページ資料４参照）

　熊本県警察では、加齢等に伴う身体機能の低下等のため自動車等の安全な運転に不安のある高齢ドラ
イバーやそのご家族、身体の障害や一定の症状を呈する病気等による症状のため自動車等の安全な運転
に支障のある方等が、担当の職員に相談することができる窓口を設けています。

〇全国統一　専用相談ダイヤル　「♯8080」
〇運転免許課安全運転相談係
　　096-233-2229（直通）、096-233-0110（音声ガイダンス１番）
　　受付日：月曜～金曜　受付時間：午前９時～午後４時（要予約）

（９）安全運転窓口

上天草市

認知症

地域支援推進員

熊本県警察

地域で支え合う力を高める取組（広げ・育てる）

●認知症サポーターの活動活性化

●認知症協力応援隊員（チームオレンジ）の養成・活動支援

●認知症カフェ・介護者の集いの企画・調整

●本人の希望や力を活かした社会参加・生きがい支援

相談支援と支援機関の調整（受け止める・支える）

●認知症の人やその家族の相談対応

●地域包括支援センター・在宅介護支援センターとの連携

●認知症初期集中支援チームとの連携

医療・介護・地域関係者の連携づくり（つなぐ・整える）

●医療・介護・地域関係者の連携推進

●多職種連携会議の開催・運営

●顔の見える関係づくり・情報共有

●認知症ケアパスの作成・普及
協

働
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相談

地域包括支援センター（高齢者ふれあい課）、在宅介護支援センター、
認知症初期集中支援チーム、かかりつけ医、認知症疾患医療センター、
認知症地域支援推進員（社協）、熊本県認知症コールセンター、
民生委員、区長

予防・改善 かよいの場、あっぷあっぷさろん、介護予防講座、健診

運動 スパ・タラソ、大矢野運動公園、アロマ

交流・役割・仕事
老人福祉センター、老人クラブ、生涯学習活動、認知症カフェ、
シルバー人材センター

安否確認・傾聴 小地域ネットワーク、配食、認知症協力応援隊員

介護保険利用相談 地域包括支援センター、ケアマネジャー

生活支援 家事サポート（民間）、配食

住まい 有料老人ホームなど

家族支援
家族介護者教室、家族介護者交流事業、認知症カフェ、
認知症介護者のつどい、地域包括支援センター、ケアマネジャー

もしもの時 消費生活センター、無料弁護士・司法書士相談（市）、警察

本人へのアドバイス
●地域の人とのつながりをもつ。

●生活習慣病の予防・治療を大事にする。

●生活リズムを整え、水分補給を忘れずに。

●今後の生活設計について考えておく。

本人の様子
●最近の出来事を忘れたり、約束
の日時を間違えたりすることがあ
る。
●よく知っている物の名前が出て
きづらい、好きな趣味や集まりに
行くのがおっくうで休みがちにな
る。
●金銭管理や買い物など日常生活
は自立しているか、ミスはあって
もおおむね自立している。

※この時期はうつ病と診断される
こともある。（本人も周囲も気づ
きにくい。）

上天草市認知症ケアパス

本人の思い
「ちょっと忘れやす
くなったけど、まだ
自分でできることを
続けたい。」

家族の対応ポイント
●年齢のせいにせずに、早めにかかりつけ
医や相談窓口に相談する。

●認知症について学ぶ機会をもつ。

●消費者被害に注意する。

●家族の連絡先をわかるようにしておく。

家族の思い
「本人の気持ちを大切にしなが
ら支えたい。地域の力を借りら
れると心強いです。」
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相談
地域包括支援センター（高齢者ふれあい課）、在宅介護支援センター、
認知症初期集中支援チーム、かかりつけ医、認知症疾患医療センター、
認知症地域支援推進員（社協）、熊本県認知症コールセンター

予防・改善 かよいの場、あっぷあっぷさろん、介護予防講座、健診

運動 スパ・タラソ、大矢野運動公園、アロマ

交流・役割・仕事
老人福祉センター、老人クラブ、生涯学習活動、認知症カフェ、
シルバー人材センター

安否確認・傾聴 小地域ネットワーク、配食、認知症協力応援隊員

介護保険利用相談 地域包括支援センター、ケアマネジャー

介護 訪問系・通所系サービス、短期入所など

住まい 介護を受けられる有料老人ホーム、グループホームなど

家族支援
家族介護者教室、家族介護者交流事業、認知症カフェ、
認知症介護者のつどい、地域包括支援センター、ケアマネジャー

金銭管理 地域福祉権利擁護事業（社協）、成年後見制度

もしもの時 消費生活センター、無料弁護士・司法書士相談（市）、警察署

本人へのアドバイス
●生活リズムを整え、水分補給を忘れずに。

●かかりつけ医にアドバイスを求め、専門
医を紹介されたら受診してみる。

●介護のサポートを受けることを考える。

本人の様子
●同じ話を何度もする。時間や場所
がわかりにくくなる。

●財布や通帳など大事なものをなく
すことがある。車をぶつけることが
増える。

●料理の段取りや家計の管理などに
支障が出てくる。料理の味が変わっ
たと家族に言われる。買い物に行く
と同じものばかり買ってくる。

家族の対応ポイント
●家族だけで支えるのではなく、周囲に理
解を求めて見守る人を増やす。

●かかりつけ医や専門医に相談する。

●介護保険サービスの利用を検討する。

●火の不始末など事故に備えて対策をとっ
ておく。

本人の思い
「失敗が増えて不安。
でも、まだ自分らし
く暮らしたい。」

家族の思い
「まだ自立しているけど、
ちょっとした見守りや声かけが
あると安心です。」
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相談
地域包括支援センター（高齢者ふれあい課）、在宅介護支援センター、
認知症初期集中支援チーム、かかりつけ医、認知症疾患医療センター、
認知症地域支援推進員（社協）、熊本県認知症コールセンター

予防・改善 かよいの場、あっぷあっぷさろん、介護予防講座

運動 スパ・タラソ、大矢野運動公園、アロマ

交流・役割・仕事 老人福祉センター、老人クラブ、認知症カフェ

安否確認・傾聴 小地域ネットワーク、配食、認知症協力応援隊員

介護保険利用相談 地域包括支援センター、ケアマネジャー

介護
訪問系・通所系サービス、短期入所、訪問看護、薬の相談・管理
グループホーム、老人保健施設、特別養護老人ホームなど

家族支援
家族介護者教室、家族介護者交流事業、認知症カフェ、
認知症介護者のつどい、地域包括支援センター、ケアマネジャー

金銭管理 地域福祉権利擁護事業（社協）、成年後見制度

もしもの時 消費生活センター、無料弁護士・司法書士相談（市）、警察署

本人へのアドバイス
●生活リズムを整え、水分補給を忘れずに。

●医療や介護のサポートを受ける。

本人の様子
●日にち、曜日、季節感がわかり
にくくなる。季節にあった服が選
べない。

●時間や場所がわからなくなるこ
とが増える。自宅から離れた所で
道に迷う。

●火の不始末や鍋焦がしが増える。
薬やお金の管理ができなくなる。

●家族とのトラブル、入浴を嫌が
る、昼夜逆転、攻撃的な行動、焦
り・不安。

●認知症で介護が必要となる。

家族の対応ポイント
●認知症を隠さず、身近な人たちに伝え、
理解者や協力者をつくる。

●頑張りすぎない介護をこころがける。

●同じように介護する仲間をつくる。

●医療や介護サービスを上手に利用する。

家族の思い
「家族だけでは難しいこ
ともあります。力を貸し
てくれると本当に助かり
ます。」

本人の思い
「できないことが増えて心
細い。わかってくれる人が
いると安心。」
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相談
地域包括支援センター（高齢者ふれあい課）、在宅介護支援センター、
認知症初期集中支援チーム、かかりつけ医、認知症疾患医療センター、
認知症地域支援推進員（社協）、熊本県認知症コールセンター

介護保険利用相談 地域包括支援センター、ケアマネジャー

介護
訪問系・通所系サービス、短期入所、訪問看護、薬の相談・管理
グループホーム、老人保健施設、特別養護老人ホームなど

家族支援
家族介護者教室、家族介護者交流事業、認知症カフェ、
認知症介護者のつどい、地域包括支援センター、ケアマネジャー

金銭管理 成年後見制度

本人の様子
●直近のことだけでなく、古い記
憶もあいまいになる。家族がわか
らなくなる。

●近所でも道に迷ったりする。

●服をうまく着れなくなる。身体
をうまく洗えなくなる。排泄の失
敗が増える。

●言葉によるコミュニケーション
が難しくなる。

●ほぼ寝たきりの状態となる。

家族の対応ポイント
●がんばり過ぎない介護をこころがける。

●医療や介護サービスを上手に利用する。

●介護する家族の健康や生活も大切にす
る。

●同じように介護する仲間をつくる。

●自分の気持ちを話せる場所を作る。

●今後のことについて検討し、必要に応
じて施設の情報収集などをする。

●人生の最期をどう迎えるか、早い段階
で医師などと話しておく。

本人の思い
「言葉にできないけど、心
の中では『ありがとう』と
思っている。」 家族の思い

「一緒に穏やかな時間を過
ごしたい。地域の力を借り
られると心強いです。」
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